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７

一
般
ガ
ス
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
ガ
ス

の
料
金
そ
の
他
の
供
給
条
件
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
旨
及
び
そ
の
変
更
後
の
供
給
約
款
を
経
済
産
業

大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
供
給
約
款
は
、

そ
の
届
出
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し

た
後
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

９

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

に
係
る
供
給
約
款
が
次
の
各
号
に
適
合
し
て
い
る
と

認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
期
間
を
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

料
金
の
変
更
の
内
容
が
そ
の
変
更
の
目
的
に
照

ら
し
て
必
要
か
つ
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

料
金
が
定
率
又
は
定
額
を
も
つ
て
明
確
に
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

一
般
ガ
ス
事
業
者
及
び
ガ
ス
の
使
用
者
の
責
任

に
関
す
る
事
項
並
び
に
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
そ

の
他
の
設
備
に
関
す
る
費
用
の
負
担
の
方
法
が
適

正
か
つ
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

特
定
の
者
に
対
し
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す

る
も
の
で
な
い
こ
と
。

10

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

に
係
る
供
給
約
款
が
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合

し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
一
般
ガ
ス
事
業
者
に
対

し
、
そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に

限
り
、
そ
の
供
給
約
款
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
同
条
第
四
項
」
の
下
に
「
又

は
第
七
項
」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
中
「
同
条
第
四
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は

第
七
項
」
を
加
え
、「
第
十
七
条
第
七
項
」
を
「
第
十
七

条
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
同
条
第
四
項
」
の
下
に
「
又
は
第
七

項
」
を
加
え
、「
第
十
七
条
第
七
項
」
を
「
第
十
七
条
第

十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
六
の
二
中
「
第
十
七
条
第
四
項
」
の

下
に
「
又
は
第
七
項
」
を
加
え
、「
第
十
七
条
第
七
項
」

を
「
第
十
七
条
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
第
一
号
中
「
若
し
く
は
第
八
項
」
を

「
、
第
十
項
若
し
く
は
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

法
律
第
百
十
号

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放

出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
六
条
）

第
二
章

基
本
方
針
（
第
七
条
）

第
三
章

監
視
及
び
測
定
の
実
施
（
第
八
条
）

第
四
章

事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
廃
棄
物
の
処
理
及
び
除
染
等
の
措
置
等

第
一
節

関
係
原
子
力
事
業
者
の
措
置
等
（
第
九
条
・
第
十
条
）

第
二
節

事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
廃
棄
物
の
処
理
（
第
十
一
条
e

第
二
十
四
条
）

第
三
節

除
染
等
の
措
置
等
（
第
二
十
五
条
e

第
四
十
二
条
）

第
五
章

費
用
（
第
四
十
三
条
e

第
四
十
五
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
四
十
六
条
e

第
五
十
九
条
）

第
七
章

罰
則
（
第
六
十
条
e

第
六
十
三
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所

の
事
故
（
以
下
本
則
に
お
い
て
単
に
「
事
故
」
と
い
う
。）に
よ
り
当
該
原
子
力
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物

質
（
以
下
「
事
故
由
来
放
射
性
物
質
」
と
い
う
。）に
よ
る
環
境
の
汚
染
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
事
故
由
来
放

射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
原
子
力
事
業
者
及
び
国
民
の
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
原
子
力
事
業
者
等
が
講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と

等
に
よ
り
、
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
が
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
速
や
か
に

低
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
原
子
力
事
業
者
」
と
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百

五
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
原
子
力
事
業
者
を
い
い
、「
関
係
原
子
力
事
業
者
」
と
は
、
事
故
由
来
放
射

性
物
質
を
放
出
し
た
原
子
力
事
業
者
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
廃
棄
物
」
と
は
、
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
燃
え
殻
、
汚
泥
、
ふ
ん
尿
、
廃
油
、
廃
酸
、
廃
ア

ル
カ
リ
、
動
物
の
死
体
そ
の
他
の
汚
物
又
は
不
要
物
で
あ
っ
て
、
固
形
状
又
は
液
状
の
も
の
（
土
壌
を
除
く
。）を
い

う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
」
と
は
、
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
、

草
木
、
工
作
物
等
に
つ
い
て
講
ず
る
当
該
汚
染
に
係
る
土
壌
、
落
葉
及
び
落
枝
、
水
路
等
に
堆
積
し
た
汚
泥
等
の
除

去
、
当
該
汚
染
の
拡
散
の
防
止
そ
の
他
の
措
置
を
い
う
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
変
更
の
許
可
の
申
請
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。）前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事

業
法
（
以
下
「
旧
電
気
事
業
法
」
と
い
う
。）第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
変
更
の
許
可
の
申
請
で

あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
、
許
可
又
は
不
許
可

の
処
分
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
当
該
変
更
が
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
気
事
業
法
（
以
下
「
新

電
気
事
業
法
」
と
い
う
。）第
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
の

経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
該
当
す
る
場

合
以
外
の
場
合
に
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可

の
申
請
と
み
な
し
、
当
該
変
更
が
同
項
た
だ
し
書
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
該
当
す
る
場
合

に
は
施
行
日
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
変

更
の
届
出
と
み
な
す
。

（
送
配
電
等
業
務
支
援
機
関
の
指
定
に
関
す
る
経
過
措

置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
電
気
事
業
法
第

九
十
三
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
施
行

日
に
新
電
気
事
業
法
第
九
十
三
条
第
一
項
の
指
定
を
受

け
た
も
の
と
み
な
す
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法

律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め

る
。

（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し

た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
の
施
行
の
状
況

を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法

律
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
電
源
開
発
促
進
税
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

電
源
開
発
促
進
税
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第

七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に

改
め
る
。

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
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里

内
閣
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理
大
臣

菅
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